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「ちいさくで あつたかしヽ そ検が厚真高校」

よき市民、

よき社会人を
滸
靱

～生徒一人ひとりを大切にする学校～

北海道厚真高等学校長 南 原  賢 二

厚真高校は、胆振管内東部、「厚い真,さで人々がふれあう町J厚真]I

にあり、今年度開校65年 (昭和28年に創立)を迎えた伝統ある全巨制

普通科の高等学校です。厚真町の豊かな自然環境、静かで落ち着いた教

育環境の中で、生徒と先生の厚い信頼関係に基づき、小規模校ならではの生徒一人ひとりを大

切にした教育を行つています。

本校は、 1学年 1ク ラスの小さな学校ですが、この小ささが、生徒同士や生徒と先生の身近な

距離感を生 _■ l出 し、様々な活動において少人数指導の効果が生まれます。学習指導や進路指導、

教育相談、課夕ヽ活動などを通 して、生徒一人ひとりの希望や巨標、 1固性や衝恒観、能力や特性

などを大切にしたきめ組かい指導を行つており、生徒が活き活きと活躍できる学 l・

~で
す。

厚真高校の特色の一つとして、北海道教育委員会から指定を受け、「地域連携特夕1校Jとなり

ました。苫小牧東高校を「地域連携協力校Jと し、授業や生徒会交流を中心とした学校間違携

が行われています。今年度授業で|よ、苫小牧東高校の国語科・英語科各 1名の先生がそれぞれ週

4時間行つており、本校と苫小牧東高校の先生による少人数指導を展開しています。また、学校

に設置されている遠隔機器を利用した遠隔授業を年間通して行つています。授業の他にも、生

徒会を中心に互いの学校行事に参力]するなど課外活動の生徒間の交流も盛んに行われています。

本校は厚真町の地域の厚い支援を基盤として、保護者や関 l―機関の皆様のご理解とご協力に

よつて生徒一人ひとりを大切にする教育活動が実現できておりますcこれからも皆様の信頼や

期待に応えるため、本校教育活動の充実に努めてまいります。どうぞよろしくお願いいた tノます。

Hokkaido Atsuma High School
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本校生徒に必要な資質・能力を明確にし、基礎的 ,基本的な知識

や技能及び課題解決に必要な思考力、判断力、表現力を育成する

とともに、主体的に学習に取り組む生徒を育てる 3

公共の精神や社会規範及び自他の生命を尊重する意識と態度を持ち、

自ら正しく半」断して行動できる生徒を育てる。

自己の適性を理解するとともに、将来の進路設計を明確に持ち、

未来を切り拓く向上心あふれる生徒を育てる。

特別活動や部活動を通 して、よ りよい人間関係や社会性を育成

するとともに、′ふ豊かにたくましく活動する生徒を育てる c

伸びゆく未来に理想を求める

若者の姿

(希望 。発展・創造の心 )

母なる大地に立って、

不携不屈C
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天地の摂IIPにのつとり、

人格の完成をめざす若者の姿

(本□衷・倫理・敬愛の心)
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～小さくて あつた/Dlい
それが厚真高校～

学習の基礎・基本を大切に

厚真高校は1学年 1ク ラスの学校ですが、この例 さヽさ」が学

校の長所となつています。先生方一人一人がすべての学年に

入つて授業を行い、基礎・基本を中心に、生徒一人一人を大

切にする学習活動を行つています。また、年2回、すべての

先生方がすべての生徒と教育相談を行い、学習や進路、生活

などについて話し合う機会をもつなど 「先生方と生徒の距離

が非常に近しヽ」学校です。

将来の社会的自立に向けて

「キャリア教育」を重視する本校では、高校卒業後、一人

一人が自立し活躍するために必要とされる矢□識や能力、態度

を身につけるために、さまざまな体験的活動や行事を行つて

います。全員が参力目する職場体験学習や専門学校出前講座、

企業説明会、企業訪間、職場見学、生活安全教室、地域貢献

活動など、地域の方々や企業関係者、学校関係者と連携しな

がら特色ある取組を行つています。

苫小牧東高校との連携

厚真高校は、平成20年度より、苫小牧東高校を協力校と

する地域連携特例校となりました。苫小牧東高校の先生 (国

語・英語)が週2回厚真高校で授業を行つたり、情報機器を
使用した遠隔授業なども年間数回行つていますcまた、生徒

会や部活動の交流も盛んで、特に、学校祭や地域の行事など

にお互いに参力]し合い交流を深めています。

Hokkaido Atsuma High School
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AL丁と基礎から英会話まで

1年次は、週 1～ 2回 AL丁の授業、その他に中学校英語の復習G2年次から
は習熟度別にクラス分けを行い、ひとりひとりのレベルに応じた授業を受

けることができます。英語の選択科目では、英検に向けた学習もできます6

また、週 1回、部活動ESS(英会話同好会)があり、約 1日寺間のAL丁との少人
数英会話レッスンを受けら祖ます。

資格を自分の力に

卒業後の進路に向けて、厚真高校では生徒全員の資格取得

に力を入れています。本校は、情報および商業の科目を設置し

ており、授業と連動しながら情報処理検定、ワープロ検定、簿記

能力検定、電卓能力検定などを受検することができます。その

他、漢字・英語検定はもちろん、危険物取扱者資格、食品衛生責

任者資格の取得などにも力を入れています。なお、厚真町から

の支援により、検定料の3/4を助成してもらうことができます。

ボランティア部・家庭科授業

生徒達のボランティア活動は、豊かな人間性や社会性を身につけるよい

機会となつています。ボランティア部を中′心に厚真町の夏祭りや文化祭へ

参力日、田]内外の福祉施設の訪間、子ども教室の支援、清掃活動など積極的

に取り組んでおり、家庭科の授業でも福祉施設やサークルの訪問、支援

などを行つています。

全校ボランティアクラブ

本校では平成28年度から「ボランティアクラブ」が新たにつくらね、
地域に根ざしたボランティア活動を通して、生徒の思いやりの心や、公共

の精神、社会性を育むことを目的に厚真町と連携しながら地域への貢献

活動などに取り組んでいます。

家庭クラブ (クラブ員20名 )

学校家庭クラブ活動では、家庭科の授業で学んだ事を生かして、家庭や

地域生活の改善、向上を目標に調査研究、実践活動を行しヽます。本校では、

平成30年度より「ハスカップと健康づくり」をテーマに研究しています。
研究成果は地域へ還元するとともに、研究の成果を全道大会で発表し、

広く発信します。

課外活動で放課後の充実

野球部  ‐  美術部

自然科学部   放送局

ESS
バドミントン部

(英会話同好会)

写真部   ボランティア部
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今は生徒会の会長として様々な活動に取り組んで

います。1年の時の新入生歓迎会で、生徒会の方々が

自ら積極的に動きながら行事を成功させようと一生懸命取り組んでいた姿を見て、自

分もそんなもヽうに活動 してみたいと思い入りました。意見がまとまらないなど大変な

ことも多いですが、みんなで協力しあつて実施 した行事で、在校生たちが笑顔で楽し

んでいる姿を見られると、とてもやりがいを感じます。人前に出るのが苦手でしたが、

人をまとめたり大きな声で指示を出したりできるようになり、自分も成長できたかな

と思います。厚真高校は「ちいさくて、あつたかい学校」という通り、人数は少ない

ですが先輩後輩のコミュニケーションも活発ですし、先生方もとても親身に指導して

くれて、本当にあつたかさを感じる環境です。卒業後は製造関係の仕事に就きたいと

考えていますが、社会に出たら会社でもプライベー トでも周りから頼りにされる人に

なりたいと思います。

生徒会会長

3年生 森本 将輝
(青朝]中出身)
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厚真高校で |よ、町から資格取得のための補助があり、

いろいろな資格に挑戦できることが魅力でした。また、

体験入学で授業や先輩方の様子を見て、とても優しくて

楽 しく学べると思い入学しました。今は進学を目指 し、

生徒会活動や勉強面を頑張つて取り組んでいます。私は

中学でIよ成績が悪く、高校で「変わりたい |」 と強く思つ

ていました。なので、勉強や資格はもちろん生徒会や日]

民吹奏楽団にも入るなど、いろいろなことに挑戦していて毎日が充実しています。成

績でクラスの トップを維持していくことが今の目標です。厚真高校は、先輩や後輩、

そして先生方との距離が近く、とても明るい雰囲気で賑やかです。勉強面のサポー ト

も親身で、学びやすく週ごしやすい環境ですので、ぜひ多くの生徒に来てほしいです

ねc将来の夢は保育士になつてずつと続けていくことです。夏体みには町内の保育園
にボランティアに行こうと思つているので、そねがとても楽しみです。

生徒会書記

2年生 笠原 あいか
(厚真中出身)
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黎嘔蛉熔
始業式  入学式  新入生歓迎会
携帯・インターネット教室

授業公開・PttA総会

高体連壮行会  生徒総会
生徒会交流 (苫小牧東高)

前期中間考査  生徒会交流  避難訓練
進路体験談を聞く会  田舎まつり参加
全校教育相談①  生徒会交流 (苫小牧東高)

学校祭  防犯・薬物乱用防止教室
夏季体業  進路講習

夏季体業  夏季確認テス ト

前期末考査  生徒会役員選挙
交通安全教室  強歩大会
前期終業式

後期始業式  中学生 1日体験入学
交通安全街頭啓発  企業・大学訪問
ドライバーズセミナー  2学年見学旅行  租税・年金教室

全校教育相談②  授業公開週間
後期中間考査  職場体験学習 (2年生)
防災教室

球技大会  3年生を送る会
冬季体業  進路講習  救急救命講習

冬季体業  冬季確認テスト
合格体験発表会  学年末考査 (3年生)

1学年宿泊研修  学年末考査 (1・ 2年生)
キャリア教育講話

専門学校出前授業  卒業式
修了式  新入生事前登校

1‐.,7孟少年1然暉

Hokkaido Atsuma High School
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小さい頃から野菜や花などの作物に興味が

あつたのですが、高校の時に本大学に進んだ先

輩の話を間いて、自分のやりたいことが見つか

ると思い、指定校推薦で入学しました。現在は

農学コースを選択し、主に野菜や花についての

授業 ,実習をしています。勉強はわからないこ

とばかりで難しく、ついていけない部分もあり

ますが、自分の矢]らないことを日々学べること

に楽しさを感じています。農業高校出身の学生

に負けないよう、復習と予習を欠かさずやるよ

うにしています。高校時代|ま友人や先生との関

わりが深く、本当に毎日が充実していました。

学校祭では意見が 3やつかりながらも当日は一致

団結して成功でき、コミュニケーションの大切さ、

協調1生などを学l~lこ とができました。人見矢□り

だつた自分も積極性が身についたと思います。

将来は農業に取り組み自分の燿を持つのが夢。

厚真でそilができたら嬉しいですね。

酪農学園大学4年

平成27年 3月卒 堀之内 秀斗

北海道千歳リハビリテーション大学1年

平成30年 3月卒 高橋 理奈

もともと進路は医療系を考えていまし

た。そんな時に祖母が脳梗塞を患い、手足

が不自由になつたのですが、担当の作業療

法士の方が動作のケアだけでなく、励まし

ながら精神的にもサポートさllていて、私も

そんなふうに患者さんを支え助ける仕事が

したいと思い、当大学に進みました。今は骨

や筋肉の名称を覚えたり、体の構造や仕組

みなどを理解したりするのが大変。テスト

も頻繁にあるので気が抜けま 勉強演けの

毎日です。でも、テストで目標点数をクリア

した時は嬉しいですし、時には友達と遊び

に行つて患抜きをするなど、充実した生活

を送っています。厚真高校では、勉強や学

校生活を通して忍耐力と継続力を養うこと

ができ、辛いことがあっても途中で諦めず

に乗り越えられる力になつています。将来

は、祖母を見てくれた方のように、人から信

頼され、お年寄りの役に立てるような立派

な作業療法士になりたいと思つています。

第一志望だつた企業に就職できた喜びを感じ

ながら、今 |よ勉強の毎日です。私たちの生活

に欠7Jせない石油の安定供給のために、原油

タンクの維持・管理などを行う仕事を担当し

ていますが、先輩たちの仕事の矢□識や熱意、

責任感などは尊敬するばかりです。レベルの

高い環境で仕事ができることをラッキーとと

らえ、自分を高めていきたいと思つています。

高校時代 |ま、野球部でキャプテンをしていま

した。野球を通して、本L儀やチームワーク、

リーダーシップを身につけることができ、就

職試験の面接でもアピールポイントにできま

した。厚真高校 |よ、規模は小さいけれど、自

分の目標を持つていればかなえられる学校だ

と思います。「こうはなりたくない」と思うの

ではなく、「こうなるんだ」という意志を持

つことで、自分自身の高校生,この取り組み方が

変わり、先生からのサポー トも得られるはず

です。

苫小牧信用金庫 厚真支店
平成30年 3月卒 高田 さつき

地元で働き、地元の方々の役に立ちたい

という思いから、地域にとって大切な当庫を

志望しました。現在は、後方事務と窓□業務

を交互に担当していますが、まだまだ緊張の

連続です。お金を扱うので1円のミスもでき

ませんし、ミスは当庫全体の信用にも関わ

るので大きな責任を実感しています。また、

商品や取引先など覚えることや、資格の勉強

などもあり大変です。でも、お客様と接する

のはとても楽ヒノく、新人の私に「頑張つてね」

北海道石油共同備蓄株式会社

北海道事業所 業務課勤務
平成23年 3月卒 渡辺 耕平

「ゆつくりでいいよJと声をかけてくださり、

みなさんに育てていただいている感じがしま

すQ高校では6つの資格を取りましたカミパソ

コンの資格は事務に活かされ、介護の資格

はお年寄りの対応などにとでも役立っていま

す。人数が少ない分、先生方が生徒下人ひと

りを気にかけてくれて、なんでも相談できる

のが厚真高校の魅力。小さな学校だから

こそできることがあるので、ぜひいろいろな

経験をしてほしいと思います。

Hokkaido Atsuma High School

自分の目標をしつかり持つていればかなえられる高校だと思います。

仕事の鐵優感を実態も地元のみなさん:こ育てていただしヽています:

の

大学で知識や技術を学び、1導案は自分の畑を持つことが夢です。

高校で磯われた慰繭力を纏続んでt幸いことも乗り越えら組籠箇。
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本し幌大学 スポーツ文化専攻

北海道千歳リハビリテーション大学

光塩女子短期大学食物栄養科

本L幌医学技術福祉歯科専門学校

北海道情報専門学校

作業療法専攻

千歳科学技術大学 理工学部

栗山町立北海道介護福祉学校

北海道ハイテクノロジー専門学校

北海道介護福祉専門学校

本し幌商正会議所付属専門学校

三菱製鋼室蘭特殊鋼 (株 )

岩倉海陸運輸株式会社

株式会社 三星

トヨタ自動車北海道株式会社

日本製紙北海道紙工株式会社

陸上自衛隊一般曹候補生

1社会福祉法人 厚真福社会

:株式会社ホクリョウ

:苫小牧信用金庫

:株式会社ダイナックス

:北海道石油共同備蓄株式会社

:海上自衛隊一般曹候補生
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地域一丸となつて皆さんの学習活動を応 す |

教育振興会の

北海道厚真高等学校教育振興会は、厚真高校の地域に根ざした特色ある教育活動の支援を目的に設立

された組織で、通学や各種資格取得に要する経済的負担の軽減や学校活動などへの支援、キャリア形成

に要する経費の支援など、厚高の教育活動や生徒 '保護者の皆さんを倶J面から応援します。

校
容
高
内
真
〓

平成29年 1月 からあつまバスが運行 tノ ている路線に沼ノ端

線が新設され、沼ノ端駅前から厚真高校前まで乗り換えをしな

いで通学できるようになりました。

公共交通機関を利用する通学生の通学費用を助成します。

(下宿費用 |よ 1/2を助成 )

」R苫小牧駅から通学する場合

*」 R定期代 (苫小牧駅～沼ノ端駅)… ……・ 1ケ月4,780円

*あつまバス定期代 (沼ノ端駅前～厚真高校前)

………………………………………………… lヶ月24,480円

定期代の合計29,260日 のところ、23,408円 の助成により

実質負担額5,852円に |

」馬召ノ端駅から通学する場合

あつまバス定期代 (沼ノ端駅前～厚真高校前 )

………………………………………………… lヶ月24,480円

定期代の合言124,480円 のところ、19,584円の助成により

実質負担卸 ,896円に |

」R早来駅前から通学する場合

あつまバス定期代 (早来駅前～厚真高校前 )

…… … ……… … ……… …………… … lヶ月 15,120円

定期代の合計 15,120円 のところ、 12,096円 の助成により

実質負担額3,024円に 1

上厚真から通学する場合

あつまバス定期代 (上厚真～厚真高校前)lヶ 月20,880円
定期代の合計20,880円 のところ、16,704円 の助成により

実質負担額4,176円に |

※あつまバスは片道定期もあり、助成の対象です。

※あつまバスの定期は、あつまバス本社窓□で定期代の5分

の1の額で購入することができます。

町内の通学生徒 (公共交通機関利用者を除く・片道が2km以

上が対象)|よ、通学に要する実賣相当額を支援します。

厚真高校生徒は、様々な資格や検定に取り組んでいます。

平成29年度は実用英語技能検定、1毒報処理技能検定、ワープ

□検定、危険物取扱者、漢字能力検定等に延 117人の生徒が

果敢にチャレンジしました。

履歴書に記載できる資格取得を目指してこの支援を活用し

てください。なお、回数制限はなく、合否は問いません。

大学や企業見学の際のバス借上げに対する支援

スキーl■験字習でのインス トラクター招聘に対する支援

地域行事 (田含まつり)への参力□に対する支援

その他特色ある教育活動等への支援

10 Hokkaido Atsuma High School

i選ノ端線が運行間鑢 霧Th選学生への支援

資格取樗への醗成

遷摯凸蜀動鐵

その鐘の支援



辟真の かな自然の率で
曲

守

おもついた

送りま越んな |

厚真 IIIよ、山あり、海あり、湖沼ありの自然豊かなマチです。丘陵地帯には水田や

畑が広がり、収穫時にはマチが黄金色に色づきます。

四季の移ろいを実感できる自然豊かな中で、厚真田]は おちついて高校生活を送るこ

とができるマチです。

厚真の公式キャラクターあつまるくん。

厚真の特産品のコメ、ハスカップ、

道内屈指のサーフポイン トにちなみ

サーフボードを背負っています。

‐―
‐r榔

厚真高校の近くには日帰り入浴のできる公共の宿「こ

ぶしの湯Jがあります。あつまスタードームなどを利
用してたくさんの高校生や大学生が合宿をしている施

設です。

こぶしの湯あつま

あつまスタードームは貶

贔 :::|、

ハニドカしタウン

告τttζ瞼
一
　

　

　

中

．響
　
暑
願

鰈

ノ藝

厚真高校の隣にある「あつまスター

ドーム」は、道内でもベストスケー

ルを誇る「全天候型多目的土間体育

館」。一年中、テニス、サッカー、

野球を楽しむことができます。

浜厚真海岸は道内でも有数のサー

フィンのメッカとして,□られていま

す。冬期間以外は通年で道内のサー

ファーが大平洋の大波を楽しんでい

ます。

厚南中

上厚藁tヽ

'「

写真野原
|■げん|■日
サ ,=万 ―場

厚真
インター
子ェンジ

異各F/襄鍮熙曽[::曇
と
デ
′・ ク 鬱

石油備蓄基地

I J」 電辞  ~
厚真発電所

こ小牧東港周文
フェリーターミナル

厚真には自然豊かな環境に□まれ

たフォーラムビレッジやルーラルビ

レッジなど住宅地があります。道内

外から多くの家族が厚真町に移住し

ています。

2月 にこぶしの湯付近で

行われる「スターフェス

タ」は、雪景色を背景に

花火と干支文字焼きの競

演。厚真町で1よ 1まかに6

月に田舎まつり、7月 に

海浜 (はま)まつりなど
イベントが盛りだくさん

です。

ミ` 235号
願

Hokkaido Atsuma High School

鰺巾畿甕く見
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〒059… 1605 北海道勇払君『厚真田I字本郷 234… 3
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